
◇ 「中 信 ビ ジネ ス フ ェ ア2009」 へ の 出展 に よ る

　　　栄 養 ア セ ス メ ン ト ・栄 養 相 談

[は じめ に]

　毎年10月 に京都 中央信用金庫主催 による地元企業 ・団体 や大学 ・府 や市等 の研究機 関による

大商 談会が開催 されて いる。本 年度 はその第21回 目に当た り、 昨年 に引き続 き2回 目の参加 で

あった。今年 は10月14日(水)・15日(木)に 京都府総合見本市 会館(パ ルスプ ラザ)展 示会

場で開催 され、 約200ブ ー スを使用 した出展が あ り、異業種 間での交流 とビジネス チ ャンスの

場が提供 され、大学 関連 の参加 は約10校 であ った。見 学来場者数 は一般 市民 を含 む約8,000人

であ った。栄養 ク リニ ックか らは指導 員1名 と学生 ボ ランテ ィア6名(食 物栄養学科3・4回

生 が1日 交代)が 参加 した。

[参加 目的 と実施内容]

　本 ビジネ スフ ェアの見学 に来 られ た一般市民や企業の方 々を対象 に、平成20年7月 か らオー

プ ンした栄養 ク リニ ックの開設 目的 と昨年度実施 した生 活習慣 病対策講座、料理教 室、季節 の

食卓を演 出す るフー ドコーデ ィネ ー ト、病院や介護福祉施設 の管理栄養士 な どを対象 とす る研

究会、卒業生 を対象 とす る生涯学習、 附属小学校 のラ ンチの提供 と食育 な どの活動事例 をパ ネ

ル媒体で紹介す る と共 に、今後 に予定 されて いる事業紹介を行 う。そ して、健康維持 や生活習

慣病予防へ の市民へ の積極的な啓発活動 の一環 として、骨密度測定、ヘモ グロ ビン測定、握力

測定 な どを無料 で体験 して いただき、 これ らのアセスメ ン ト体験か ら各 自の健康 への関心 を深

めて いただ く。希望者 には、 アセスメ ン トの結果説明や 日常の食事や運動習慣 な どの聞き取 り

か ら、各 自の健康管理 につ いて必要 なア ドバ イスをす る。 また、特定の個人栄養相談 を受 け付

ける。

　 ボラ ンテ ィア として参加す る学生 は、病院 や社会福祉施設 な どの管理栄養士 を 目指す3回 生

や4回 生 であ り、栄養 アセスメ ン ト希望者 の受付、 内容説 明、測定実施 と簡単な結 果説明を担

当 し、来訪者 と気持 ちよ く応対 でき、満足 していただけるよ うな接 し方 を実践で学ぶ。 これ ら

の体験 か ら専 門職業人 としての コ ミュニケー シ ョンカ を養 い、管理栄養士の資質 向上 に役 立て

る契機 とす るな どであ る。

[成　　果]

　参加者 は20代 か ら70歳 代 と幅広 く、2日 間で約130名 の栄養 アセ スメ ン トへ の参加 があ り、

殆 どの方 が、骨密度、 ヘモ グロ ビン、 握力測 定を受 け られた。血圧 や体脂肪 も測 りたい との希

望 があ ったので、次年度 は簡易型 ・血 圧計 と体脂肪計 の準備 も必要 と思 われた。途切れ る こと

な く来訪者 があ り、 昨年度 の2倍 の利 用者が あったが、 昨年度 の経験 があ ったので比較的 ゆっ

くりと応対 す ることがで きた。参 加者 の多 くはアセ スメ ン トの詳細 な説 明を求 めた。 問題点が
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あ る方 には、食事 や運動 を中心 とした改善案 を示 し、各 自の生活 の中でできそ うな取 り組みを

考 えていただ くな どの支援 を行 い、概 ね受 け入れ ていただいた。多 くの方か ら、 自分の骨量、

貧血、体力、栄養状態 を知 る ことが できたので、来 た甲斐 があ ったな どと声 を掛 けていただ き、

熱心 にメモを取 られる方 もあ り、成果 があ った ことを実感 した。

　栄養相談 の内容 は、 メタボ対策、糖尿病、高 コレステ ロール血症、高尿酸血症、 胃腸障害、

白血病、幼稚園児 の偏食 な どさまざまであ った。

　昨年度 は、栄養 ク リニ ックは 「何 を している所 です か」、「面 白そ うですね」、 「一度、講 演 に

来 て もらえます か」 な どと、 あま り踏 み込 んだ企業か らの商談 はなか ったが、今年 は、十数社

を超 え る商談 があ った。主 な内容 は次 の通 りで ある。

　①　医療 関連 および一般 の システム開発 関連会社 か ら、管理栄養士 が もっと広 く活動で きる

　　 システム開発 に協力 して ほ しい。

　②　 サプ リメ ン ト、美容関連、 アス レチ ック関連会社 な どか ら、食事 の ことにつ いて もっと

　　勉強 したいので支援 して ほ しい。

　③ イ ンターネ ッ トを中心 とした食事相談 を開設 したいので、食事診断 システムの開発への

　　協力 や非対面式 カウ ンセ リングの成功法 な どを教 えてほ しい。

　④ メタボ対策 の方法 を具体 的に教 えてほ しい等。

　企業 の 「メタボ リックシン ドローム対

策 ビジネ ス」、 「健 康 ビ ジネ ス」 お よび

「食育 ビジネス」 へ の参入 が急速 に進 ん

で いる ことを感 じた。 これ までの管理栄

養士 の職場 が、病院、福祉施設、給食施

設、学校、行政 であ ったのが、今後 はア

ウ トソー シングの方 向にある とささやか

れ て いる。 現 に、 「特 定保健 指導」 な ど

の取 り組 みが始 ま って いる。管理栄養士

の活躍 の場 は、社会的ニ ーズが多様化 し、

拡大 されてい くと思 われ る。 これか らの

管理栄養士 は、 自分 の力 で課題 を設定 し、企画 ・立案 か ら実施、評価 と解決 できる力が益 々必

要 にな って くる と思 われ る。在学 中に、栄養 ク リニ ックの行事 に積極 的に参加す る ことで、そ

の能力 を培 い、実践力 のある管理栄養士 の養成 に役立 つ ことを願 う。 ボ ランテ ィアの学生 も当

ブースへ の企業 の関心 の高 さに驚 いていた。

　 この事業 に、管理栄養士 と して就職 を 目指 してい る4回 生 と3回 生 が6名 参加 でき、 アセ ス

メ ン ト測定 と参加者 との各 自の コ ミュニケー シ ョンカ を体験 す ることができたのは大 きな収穫

であ った。実際、学生 た ちは、 「長時 間で しん どか ったが、 とて もや りがいがあ り、 終わ って

み ると楽 しか ったので、 また参加 したい」 との感想 であ った。 この催 しへの参加 は2年 目に入
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り、利用者 の要望 に応 えなが ら、効率 よ

く実施す ることができた。 ブース内が狭

いので、1日3名 まで しか学生 は参加 で

きないが、比較 的、 利用者 の少 ない時間

に一人 ずつ交代 で、 京都 の代表 的な企業

の ブースを見学 し、 「一 堂で京都 の企業

を知 ることがで きた こともよか った」 と

の感想 で あった。 また、栄養 ク リニ ック

のパ ンフ レ ッ トを100周 年 記念 の ク リア

ファイル に入れて渡 しだ けでな く、法 人

の ご協 力で、 京都 女子大 学100周 年記 念

のオ レンジ色 の上着 を貸 していただ き、100周 年 のチ ッシュを配 った り、入学 セ ンターか らの

入試案 内のパ ンフ レッ トな ども置 いたので、 「京都女子大学の宣伝 に加わ ることができて嬉 か っ

た」 との感想を残 した学生 もいた。

(木戸詔子)
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